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最近、「子ども食堂」や「プレーパーク」と

いう言葉を聞くようになりましたが、家庭でも
学校でもない、子どもの居場所づくりが注目さ
れています。
西野さんのお話をうかがい、子どもの見方や

関わり方を改めて考え、社会教育委員として、
社会教育行政職員として、どんなことができる
かを話し合う機会になりました。

認定NPO法人
フリースペースたまりば
理事長 西野 博之 氏

◇同研修を単位PTAで
計画して実施してみる！

◇PTA研修プログラムを
活用して学級や学年に
広げる！

＜例えばこんなふうに！＞

◇教職員自身が学級懇談
等で、PTA研修プログ
ラムを進行してみる！

役員会
   で！

教員
主体で！

◇役員会でプログラムを
体験！意義を理解する！他の

学年で！

〇不登校の子どもたちがこんなにも増えていること
に驚きました。そうなってしまった社会を作ってし
まったのも大人ですが、この現実を変えていける
のも大人なので子どもたちの気持ちを聞ける大人
になりたいと思いました。

〇大人の不安が子どもを追いつめている。大人の良
かれは子どもの迷惑。「助けて。」が言えない子ど
もたちのＳ０Ｓをキャッチでき、大丈夫のタネが届け
られる大人でありたいと改めて感じました。

〇一町民として、普段子どもたちと関わることが少な
いので声をかけることも遠慮がちでしたが、勇気を
出して声をかけようと思いました。

〇子どもの時間が削られている。子どもの「やりたいこと」より大人の「や
らせたいこと」が優先されている社会になっている。
〇子どもがほっと安心できる居場所にするには、何もしないことを保障する。
支援のための目標や評価はなく、居たいように居られる場所にする。子ど
もの自己肯定感を育む居場所をつくる。
〇親にできることは、「クウ・ネル・ダス」に気を配ること。「食べられて
いるか。寝れているか。うんちが出てるか。」これだけです。
〇「大丈夫」という安心のタネをまこう。子どもは安心できる居場所の中で
「大丈夫」に包まれると、自然と意欲がわいて自分の頭で考えて、自分の
足で歩き出します。

「学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的推
進」と言われても、最初はイメージが持てず、
当時の学校運営協議会会長さんや推進員の飯田さ

んに相談しながら、学校運営協議会の委員さん

「誰ひとり取り残さないまちづくり
～今、子ども達に求められている居場所とは～」

参加者からの声

町内５つの学校に、６名の地域学校協働
活動推進員を委嘱している。そのうちの１
名（飯田さん）を統括推進員として、推進
員を束ねる役割を担ってもらっている。

平成13年ごろから、民生委員、学校評議員、地域
コーディネーターなど、様々な立場で学校と関り、平
成31年度から推進員として活動している。
最初、学校支援の取組を始めるときには、学校に地

域の人が入っていくことに不安を感じる声も届いた。
そのため、保護者には参観日等で、地域の方には公民
館や自治会をまわって、教職員には職員会議で説明や
協力のお願いをした。また学校での取組の様子を
「コーディネーターだより」として月に１回地域に発
信した。

・地域の方に学校のねらいや方向性を理解
し
ていただくと活動がスムーズに進み、教
職
員の負担が減り、働き方改革につながる。

令和８年８月５日（水）に「地域と学校の連携・協働へ向けた研修会」を開催しました。
地域学校協働活動推進員、学校運営協議会委員、教職員、学校ボランティア等、幅広い立場の
方々約100名の参加をいただきました。鏡野町教委、鏡野町立南小学校の皆さんによる実践発表
に続き、県地域学校アドバイザーの安田先生によるまとめをいただきました。後半は参加者が
グループに分かれ、情報交換とともに学校と地域がどのように、どんな場で対話を重ね、協働
活動の充実を図っていくかについて熟議を行いました。実りある研修会となりました。

「現在進行形！チーム鏡野町の推進体制」
鏡野町では地域をよく知る公民館長を地域コーディネーター
として位置づけている。活動の充実を目指して、昨年度から研
修体制を整えた。各校区の取組交流をはじめ各地域に応じた持
続可能な運営、新たな人材発掘、活動開拓を目指している。

「子ども達も先生も、地域のみんなも笑顔になる地域学校協働活動」 

【地域学校協働活動
アドバイザー】

安田 隆人 氏

・定期的な推進会議をもつなど、今より地域の方との対話の場を増やしていけたらと思う。学びの多い研修会だった。
・「毎日が参観日」のフレーズのような地域の皆が集まりやすい日を設定したい。
・中学校区の地域学校協働活動推進員の合同会議を予定している。公民館長にも参加してもらい、学校、地域、公民館が繋がりたい。
・音楽指導、プール学習見守り、テント設置、畑づくり等々幅広い協働活動で地域の人同士もつながっているのがすごい。
・校長先生、公民館長、PTA会長等、立場の違う方々との協議で、新たな視点を多くいただいた。学びが多かった。

感
想

【鏡野町教育委員会

生涯学習課】

  日下 隆春 課長補佐

【鏡野町立南小学校】左から

   杉本 智子 校長    阿形 浩司 推進員
   山田 由紀子 CN    島袋 律子 CN

［まとめとして〕
「毎日が参観日」という仕掛けが敷居を低くしている。
公民館長をコーディネーターにしていることも持続可能
な活動になっている。「共育」＝地域と学校が共に当事
者意識をもって子ども達を育んでいる。ケーブルTV等
での活動発信が関係者の達成感にもつながっている。

「毎日が参観日！鏡野町立南小学校の地域学校協働活動」
・「毎日が参観日」を合言葉に、敷居を低く地域、保護者ボランティア等が
参加しやすい仕組…200名規模の学校でR7年度は400名を超える支援者が参加
・定期的な推進委員会を開催 （学校職員、推進員、活動のPDCA等）
・先生の働き方改革、地域の方の「やりがい」「生きがい」を目指した活動
・学校運営協議会（CS）と連動し、学校課題の解決を図る取組を展開 
・地域と学校が手を取り合ってパートナーとして共育（教育）活動を推進
・学校をプラットフォームにした地域の方のつながりづくり

ここが
ポイント
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